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講演者の3名と伊豆大島火山防災連絡事務所の職員を交えて、島しょ地域における火山防災についてお話いただきます。

どんな火山現象が起こるのか、火山噴火が起きたらどのように行動すればよいのか、一緒に考えましょう 。

パネルディスカッション ～火山噴火から身を守るために、知る、備える～

テーマ １ ： 火山に暮らす住民として身を守るために必要な知識と噴火への備えとは

テーマ ２ ： 住民の避難を支援するためにどのような取り組みがなされているか

テーマ ３ ： 住民の力を結集することでできることがあるのではないか

テーマ ４ ： 島外避難になった場合の心構えについて



東京都の火山防災対策 〜火山防災マップなど〜

火山ハザードマップや火山避難計画の
他にも作成しています。
⚫ 火山防災リーフレット
※東京都防災のホームページで確認できます。

⚫ 火山防災マップ
⚫ 火山防災のしおり
（新島・神津島・利島・八丈島・青ヶ島）

※ホームページでの公開や窓口への備え付け等、町村により確認方法が異なります。

⚫ 防災の手引【火山編】（伊豆大島）

⚫ 防災のしおり（三宅島）
※大島町、三宅村それぞれのホームページで確認できます。

火山防災リーフレット
【伊豆諸島の活火山】

防災の手引【火山編】
（伊豆大島）

防災のしおり
（三宅島）

火山防災のしおり
（八丈島）













①10月3日 13時58分 地震が観測され始める
②14時25分 阿古の萩原さん14時過ぎ地震３回測候所へ連絡
③14時28分 阿古の住民から地震５回測候所へ連絡
④14時47分 三宅島測候所で最初の有感地震を観測
⑤15時23分頃〜 噴火に伴うと見られる微動を観測（この頃噴火開始）
地震を検知してから噴火発生までに90分程度しかなかった

①14時05分 地震計周辺で工事などを行っていないか調査
②14時40分 工事等なく地震と判断
③14時46分 三宅島役場に、火山性地震が続発し、異常な状況にあると注意喚起
④15時45分 15時33分噴火確認し火山活動情報第一号発表

1983年三宅島噴火の前兆的地震活動と対応

三宅島測候所の対応



①11月21日09時30分臨時火山情報 断続的に爆発 噴煙の高さ1,500m
②14時頃からカルデラ北部で地震多発（噴火警戒レベルがあったとしたらレベル２からレベル３へ）
③15時15分臨時火山情報 連続的に爆発 溶岩噴出高さ500m
④16時15分カルデラ内で大噴火発生（町・支庁現地監視班から通報、噴火警戒レベル４へ）
⑤16時23分同報無線で放送
⑥16時30分火山活動情報 16時17分に爆発 黒煙3,700m 三原山北西カルデラに南北200mの割れ
目噴火 地震群発
⑦16時48分火山活動情報 16時35分現在、溶岩は外輪山の壁まで100m
➇18時05分火山活動情報 外輪山北縁からも煙と溶岩流出、元町に達するおそれ(大島測候所退避、噴
火警戒レベル５へ）
⑩20時頃から南部でも地震活発 22時15分頃 南部筆島付近の都道に大規模な亀裂発見(噴火警戒レ
ベル５再発表）
⑪22時22分波浮地区に移動した元町地区等の住民を元町港に移送決定
⑫22時50分全島民に島外避難指示 22日00時45分 南部地区住民を元町港へ 05時20分避難完了

1986年伊豆大島噴火での情報発表―島外避難まで―



①2000年6月26日18時30分頃から三宅島島内で地震発生
②19時30分臨時火山情報 ③19時33分緊急火山情報 噴火の恐れ
④6月27日11時30分臨時火山情報 海底噴火した可能性
⑤6月28日「今後陸域及び海面に影響を及ぼす噴火の可能性はなくなった」
⑤7月5日火山観測情報 雄山山頂直下で地震
⑥7月8日臨時火山情報 雄山山頂で噴火 山麓へ影響を及ぼすことはない
・雄山山頂での噴火、三宅島西方沖の地震継続
⑦8月10日臨時火山情報 7月の噴火より規模の大きい噴火発生
➇8月18日臨時火山情報 噴煙高さ5,000ｍ以上の規模の大きい噴火発生
⑨8月29日火山観測情報 湿った低温で勢いのない火砕流が発生した可能性
⑩8月31日「18日や29日の規模を上回る噴火や火砕流発生の可能性」
・9月1日 全島避難決定 全島民に避難指示

2000年三宅島噴火での情報発表(抜粋)



伊豆大島 1986年噴火と主な前兆現象

前兆現象
○1981年頃から地磁気の大きさが減少、1986年には減
少傾向が加速した

○1986年７月、12年ぶりに火山性微動が観測され、10
月27日から連続微動となった

○11月12日に竪穴状火孔壁から噴気が上がっているのが
目撃された

中央火孔（A火口）の噴火
11月15日17時25分ごろ竪穴状火孔南壁(Ａ火口)で噴火

が始まった。火孔は次第に溶岩で満たされていき、火孔
からあふれた溶岩は、三原山火口を埋め尽くし、19日10
時35分ごろ火口の北西縁を越え、溶岩流となってカルデ
ラ床まで流れ下った。

A火口噴火（11月16日） 溶岩流（11月19日）

割れ目噴火（B火口列、C火口列）の噴火
11月21日16時15分に三原山北部のカルデラ床で、北西〜南東方向の割れ

目噴火が始まった(Ｂ火口列)。
Ｂ火口列は大規模な溶岩噴出活動を続け、北方向と北東方向に溶岩が流

出した。噴煙は高度16,000ｍに達し、スコリア・火山灰が島の東部に降り
積もった。

同日17時46分にＢ火口列の延長線上カルデラ外の北西斜面で新たな割れ
目噴火が始まり(Ｃ火口列)、18時頃には溶岩が流れ下り始め、溶岩流は元
町の町外れにある火葬場から70mの地点に達した。

その後、住民全員が島外避難となった。

Ｂ火口列噴火（11月21日） Ｃ火口列噴火（11月21日）

1986年噴火前の地磁気の変化
地磁気の大きさの減少は地下のマグマ上昇の可能性

1986年

(Yukutake et al., 1990)

「A火口噴火(11月16日)、溶岩流(11月19日)、Ｂ火口列噴火(11月21日)、Ｃ火口列噴火(11月21日)」（気象庁ホームページより）



火山噴火に至るまでの様々な現象

噴火のシグナルといえる火山現象をとらえるために、様々な火山観測を行っています

噴火のシグナル
• 火山性地震の増加、火山性微動の

発生
• 地磁気の変化
• 噴気の増加、温度の上昇
• 地盤の隆起（地面が盛り上がる）
• 地熱域の温度上昇
（地面の温度が高いところ）

など

マグマだまり
（1200℃くらい）

火山性地震
火山性微動

地盤の隆起

噴気の増加

温度の上昇

地震の増加



火山観測データの活用と情報等の発表

各地の気象台・火山防災連絡事務所

火山近傍に整備している
観測施設（伊豆大島など

50火山）

自
治
体
・
関
係
機
関
・
住
民
等

火山監視・警報センター
（札幌、仙台、 東京、福岡）

火山機動観測

24時間体制による火山活動の監視

・ 火山防災協議会
への参画

・ 活動状況の解説

（状況により職員派遣）

・ 発見者通報等による

情報提供・情報収集

観測データ解析 火山活動の評価

噴火警報
噴火予報
火山の状況に関する
解説情報
火山活動解説資料 等

迅速な情報提供

噴火の発生を早期に把握

監視カメラ
（火口付近）

空振計

熱活動の監視

監視カメラ
（熱映像）

地磁気
観測装置

監視カメラ
地殻変動を監視

GNSS※

傾斜計

ひずみ計

地震活動を監視

地震計

現地での機動観測
熱映像カメラ、地中温度、
火山ガス濃度・温度測定、
光波測距など

観測
データ



火山に関する警報・情報と防災計画との連携

伊豆大島噴火警戒レベルリーフレット（一部抜粋）

伊豆大島火山避難計画
（大島町、一部抜粋）


